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※このメールはとちノきネットワーク会員にご登録いただいた方、とちノきセ

ミナーへご参加いただいた方にお送りしています。 

 

季節外れの猛暑が続いていますね。強い日差しの下での激しい運動や作業だけ

でなく、室内でも熱中症になることが多いので、こまめな水分補給を心掛けて

ください。 

 

_/_/ INDEX  _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

【医療コラム】熱帯医学「ネグレリア」 

１．水戸協同病院「水戸熱病塾」開催のご案内 

２．JAMSNET 東京 第６回講演会のご案内 

３．国境なき医師団 海外派遣スタッフ募集説明会 

４．国境なき医師団 ワークショップ・セミナー案内  

５．第 1回 日本国際小児保健学会（JICHA） 学術大会 2017のご案内 

６．熱帯医学、渡航医学、感染症ニューストピックス 
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【医療コラム】熱帯医学「ネグレリア」 

ノルウェーの観光客、タイ滞在中の鼻洗浄が原因で死に至る 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

最近、日本でも鼻うがい（鼻洗浄）が流行っています。アレルギー性鼻炎や蓄

膿症に効果があるとのこと。ただ場所と水を考える必要がありそうです。 

タイに休暇で滞在していたノルウェー人の女性が帰国後に発熱と嘔気を訴えて

病院を受診しました。髄膜炎として診断、治療を施行されたものの、反応に乏

しく、発症から数日で亡くなっています。脳食いアメーバ（brain-eating ameba）

とも言われる原虫の一種、ネグレリア（Naegleria fowleri）が原因でした。 

ネグレリアは Free living amebaと呼ばれ、環境中に生息しています。沼、湖、

地下水に生息しています。汚染された水が鼻腔に入ることで感染します。菌が

鼻腔の上皮を貫通し、嗅神経を通って髄液に入ります。髄膜炎を起こしますが、

細菌性髄膜炎との見分けがつきにくく、抗菌薬（細菌に対する薬）に反応せず

数日で死に至ることが多いです。抗真菌薬（かびに対する薬）を使用しますが、

９５％以上の方が亡くなります。 



これまでは、汚染された水場での報告が多かったですが、鼻洗浄では直接鼻に

病原体が注入されるため、感染のリスクが高いです。タイの水道水は日本の関

与もあり、以前に比べると改善しています。ただ田舎のホテルや家では地下水

をくみ上げて使用していることがあり、今回のケースでも温めた地下水から感

染したようです。水道水は飲用、鼻うがいには使用しないようにしましょう。

日本では安全な鼻うがいも所変われば注意が必要ですね。 

（今回から掲載する熱帯医学、渡航医学、感染症ニューストピックでもネグレ

リアを取り上げています） 

 

マヒドン大学熱帯医学部 森 博威 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

水戸協同病院「水戸熱病塾」開催のご案内 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

水戸は徳川 300 年の歴史を誇り、水戸 9 代藩主の徳川斉昭（なりあき）がつく

った弘道館、偕楽園がございます。 

当科では、教育の殿堂を目指し、”21 世紀の弘道館”として、21世紀の最新教育

理論を駆使した体系的な教育活動を展開しております。 

その一環として、医学生、研修医、医師ほか、感染管理看護師、薬剤師、検査

技師の幅広い医療従事者との多職種グループディスカッションによるセミナー

を開催いたします。臨床現場での ICT 活動、また臨床医として遭遇する重要な

症例などを中心に多職種チームで 10 例学んでいただきます。 

セミナー後は、徳川斉昭の言葉通り、「一張一弛（いっちょういっし）」でよく

学び、よく遊べ で、日本最古のワイナリー（茨城県牛久のシャトー神谷）に

ツアーに行きます（自由参加） 

1日目の目玉は、グラム染色の殿堂 永田邦昭先生のご講演、さらに、東京大学

名誉教授の黒川清先生のご講演と対話を設けております。 

是非、ご参加ください。 

 

日時：7月 15日（土）16日（日） 

会場：水戸協同病院 4F 講堂 

参加費：3,000円 学生 2,000円 

懇親会費（任意）：5,000円 

ツアー参加費（任意）：8,000円 

お申込み：お名前、ご所属、職種と学年（卒後年数）、連絡先を書いて、下記メ

ールアドレスにお申込みください。 



水戸協同病院担当事務：mitonetsubyoujuku2017@gmail.com 

詳しい内容はこちら 

http://www.mitokyodo-hp.jp/center/?page_id=3721 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

JAMSNET 東京 第６回講演会のご案内 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

作家の浅田次郎先生の基調講演｢日本人の死生観｣もあります。 

是非大勢の皆様のご参加お待ちしています。 

 

テーマ：異国での生と死を見つめて 

日時：7月 23日(日) 14:00～17:30 

会場：東京医科大学病院 本館６階 臨床講堂（最寄り駅 西新宿） 

参加費：会員無料・非会員 1000円・学生 500円 

※懇親会（2000円）も予定しています。 

後援：外務省、日本渡航医学会、NPO 国際人をめざす会 

お申し込み先：info@jamsnettokyo.org 

お名前、会員の有無、懇親会参加の有無、ご連絡先メールアドレス、情報入手

先、もお書き下さい。 

詳しい内容はこちら：

http://www.jamsnettokyo.org/news/2017/05/post-48.html 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

国境なき医師団 海外派遣スタッフ募集説明会 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

国境なき医師団（MSF）日本による、海外派遣スタッフ募集説明会です。 

派遣経験者が現場の活動報告を、採用担当者からは採用情報をお話致します。 

質問の時間もたっぷりあります。 

MSFで働くことに関心のある方の参加をお待ちしております！ 

詳細・お申込みはこちら http://www.msf.or.jp/work/infosessions.html 

≪長崎説明会≫ 

日時：2017年 6月 1日（木）18:00-20:00 

会場：長崎大学坂本地区キャンパス 

総合研究棟 大セミナー室（長崎県長崎市） 

定員：100名（入場無料） 

参加予定のMSFスタッフ：福島 紘平 

mailto:info@jamsnettokyo.org


 

≪東京説明会（英語）≫ 

日時：2017年 7月 1日（木）14:00-16:00 

会場：国境なき医師団日本事務局 4階 会議室「あおい」 

定員：100名（入場無料） 

参加予定のMSFスタッフ：関 聡志 

 

≪札幌説明会≫ 

日時：2017年 8月 19日（木）14:00-16:00 

会場：北海道立道民活動センター  

「かでる 2・7」 730会議室（7階） 

定員：40名（入場無料） 

参加予定のMSFスタッフ：池田 知也 / 堀 正貴 

 

≪Web 説明会≫ 

国境なき医師団（MSF）日本による、オンライン版で海外派遣スタッフ募集説

明です。内科医で疫学専門家の鈴木基が、フィールドの仕事や生活、応募前か

ら現在までの国内でのキャリアについてお話します。 

ライブ中には、みなさまからの質問にもお答えします。 

MSFで働くことに関心のある方の参加をお待ちしております！ 

 

日時：2017年 7月 23日（日）14:00 ～ 15:00 

※お申し込みされた方に、視聴 URL をお知らせします。 

参加予定のMSFスタッフ：鈴木 基 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

国境なき医師団 ワークショップ・セミナー案内 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

≪外科・産婦人科・麻酔科セミナー2017≫ 

MSF は、紛争地や災害現場のほか、必要な医療が人びとに届いていない地域、

感染症が流行する地域でも外科活動を行っています。人道・医療援助の現場で、

MSF の医師たちはどのような外科治療を行っているのか、また、どのような技

術が使われているのか、本セミナーでは、実際に MSFの活動現場でプロジェク

トに参加した医師が、フィールドでの経験に基づいてお話します。 

 

日時：10月 22日(日) 11:30～18:10 



会場：国境なき医師団日本事務局 4階 

講師：国境なき医師団のフィールドを経験した医師 

言語：日本語 

参加費：無料（要事前申し込み） 

対象： MSFの活動に参加することに関心のある外科、産婦人科、麻酔科の医師 

定員：100人 

詳細・お申し込みはこちらから 

http://www.msf.or.jp/work/infosessions.html 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

第 1回 日本国際小児保健学会（JICHA）  

学術大会 2017のご案内 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

国際小児保健研究会（JICHA）は、「子ども、健康、国際」をキーワードとして

小児科医を中心に、途上国における国際保健医療協力や小児保健医療に関する

研究調査、活動、評価などに関する実践的研究を行っています。「国際保健活

動の計画・実施･評価に関して自由に議論する場を提供し、世界の子どもたちの

健康のために邁進する」という目的のもと、海外での研究だけでなく、インバ

ウンド、アウトバウンドなど国内の研究も含む年次集会（学術集会）を開催し

ます。 

 

テーマ：「だれひとり取り残さない小児保健医療をめざして」 

会期：8月 26日(土) 

会場：国立研究開発法人国立成育医療研究センター（東京都世田谷区大蔵 2-10-1） 

参加費：1,000円※夜は懇親会を予定しています。 

詳細はこちらから：http://jicha.jp/ 

事務局：社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院国際事業部 浦部大策 

連絡先：聖マリア病院 国際事業部 

電話：0942-35-3322 FAX：0942-34-3336 

E-mail：jicha@st-mary-med.or.jp 
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熱帯医学、渡航医学、感染症ニューストピックス 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

話題になっている世界の熱帯医学、渡航医学、感染症の 

トピックをピックアップしてお届けします 



マヒドン大学熱帯医学部 森 博威 

 

□ノルウェー人女性がタイ滞在中の鼻腔洗浄が原因で 

アメーバ性髄膜脳炎に罹患し死亡 

□シプロフロキサシンに耐性を示す赤痢菌の流行 

□髄膜炎菌：尿路感染の原因菌としても注意が必要 

詳細はこちら http://tochinoki-net.com/tropical.html 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

とちノきネットワークにお心当たりのない方、解除その他メールマガジンに 

関するお問合せは、北海道社会事業協会余市病院地域医療国際支援センター 

までご連絡ください。E-mail：info@tochinoki-net.com 
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【発行元】北海道社会事業協会  

余市病院地域医療国際支援センター（月１回） 

□MAIL. info@tochinoki-net.com 

□URL.  http://tochinoki-net.com/index.html 

□FB.  https://www.facebook.com/tochinoki.net/ 
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